




















ている。本論文は、以下に示す 6 章から構成されている。 
 








 第 2 章では、既存集合住宅において住まい手による空間構造の変更を実現するため
に、固定インフィルを積極的に位置づけることの可能性に着目している。実験集合住










































































るものと認める。また、平成 27 年 2 月 24 日、論文内容とそれに関連した事項について
試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格
と認めた。 
 
 
